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Rinna Koga, Junko Morimoto, Kunihiro Otsuka and Koji Yasutomo : Proteasome dysfunction in adipocytes induces lipodystrophy and autoinflammation, 第52回 日本免疫学会学術集会, Jan. 2024.
Erkhembayar Shinebaatar, Junko Morimoto, Hiroyuki Kondo and Koji Yasutomo : Dysfunction of proteasomes in T cells causes immunodeficiency, 第52回 日本免疫学会学術集会, Jan. 2024.
松澤 鎮史, 常松 貴明, 永尾 瑠佳, 大塚 邦紘, 牛尾 綾, 尾矢 剛志, 石丸 直澄 : 歯肉腫瘍, 日本病理学会中国四国支部学術集会(第143回スライドカンファレンス), 2024年2月.
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卲 文華, 毛利 安宏, 尾矢 剛志, 工藤 保誠 : The novel function of Fat1 gene mutation in the development of maxillofacial anomalies, 第129回日本解剖学会総会・全国学術集会, 2024年3月.
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常山 幸一, 平山 晃斉, 梅嶋 宏樹, 冨田 江一 : 系統解剖実習を活用した解剖・病理垂直連携の試み, 第129回日本解剖学会総会, 2024年3月.
松本 穣 : シングルセル解析を用いた胸腺上皮細胞ならびに胸腺癌へのアプローチ, 第113回 日本病理学会総会 先端的分子病理学講習会, 2024年3月.
富田 満, 堀口 英久, 小川 博久, 上原 久典, 坂東 良美, 常松 貴明, 佐藤 真美, 石丸 直澄, 常山 幸一 : CRTC1::MAML2融合遺伝子の検出で確定診断に至った粘表皮癌の2例, 第113回日本病理学会総会, 2024年3月.
黒田 翔, 清水 真祐子, 小川 博久, 常山 幸一 : 代謝障害関連脂肪肝炎における マクロファージに対するBerberineの作用, 第112回日本病理学会総会, 2024年3月.
前川 勇輔, 小川 博久, 常山 幸一, 清水 真祐子 : 喘息の気道周囲の線維化におけるM1,M2マクロファージの役割, 第113回日本病理学会総会, 2024年3月.
立花 尚太郎, 小川 博久, 常山 幸一, 清水 真祐子 : 慢性気管支喘息においてリゾフォスファチジン酸(LPA)はLPA1受容体を介して杯細胞過形成を促進する, 第113回日本病理学会総会, 2024年3月.
野木 悠平, 田良島 典子, 駒 貴明, 月本 準, 野間口 雅子, 南川 典昭 : 抗SARS-CoV-2活性を指標とした4'-チオ修飾siRNAの最適化, 日本薬学会第144年会, 2024年3月.
吉田 圭吾, 日野谷 直人, 小笠 萌香, 田良島 典子, 駒 貴明, 野間口 雅子, 南川 典昭 : SARS-CoV-2活性を発揮する3-デアザグアノシンの発見と作用メカニズム解明, 日本薬学会第144年会, 2024年3月.
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